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対象は2005 年5 月から2012 年1 月までに、腰下肢痛の原因診断・治療目的で京都府立医科大学にて仙骨硬膜












	 データはSPSS for Windows version 11.0 （SPSS, Chicago, IL, USA）を用いて解析した。まず、危険因子の
単変数解析を行った（P＜0.05）。次に、単変数解析でP 値が 0.05 未満の因子について、多変量解析としてロジ
スティック回帰分析を行い、P値が0.05未満を有意とした。 
	 結果、仙骨硬膜外造影において、偶発的血管内注入は211例中88例で発生した（41.7％）。危険因子の検討で
は、偶発的血管内注入が見られた 88 例と、見られなかった 123 例とを比較した単変数解析において、前述の危
険因子の中で、発症からの期間（106.6 ± 146.4 days vs 52.4 ± 56.4 days, p=0.001）、腰椎神経根症状の有無（79/88 
(89.8 %) vs 93/123 (75.6 %), p=0.011）において有意差を認めた。次に、この2つの因子について、多変量解析（ロ
ジスティック回帰分析）を行ったところ、発症からの期間（OR, 1.006, 95 % CI, 1.002–1.010, P = 0.005）、腰椎

















	 この研究の limitation としては、まず、症例数に限りがあること、次に検討した因子が患者側の因子に限られ
ており、施行者の手技のテクニカルスキルについての検討が行われていないことが挙げられる。 
